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抄録：太平洋戦争下の上海租界にける日本軍が接収図書の史実について，印刷所・書店か
ら接収した抗日図書と，英米に属する企業・工場等の敵産から接収した図書雑誌文書に大
別して明らかにする。そのうち，印刷局・書店から接収した抗日図書は，製紙処理されて
いた。英米の企業・工場等から接収した図書雑誌文書は，華中興亜資料調査所に集積され，
整理活用されていた。また，上海租界の日本軍接収図書は，その一部が日本国内に搬入さ
れていたことも判明した。 
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はじめに 
 
1941（昭和 16）年 12 月８日，日本海軍
の真珠湾奇襲攻撃と相前後して，日本陸軍
はマレー半島に上陸し，太平洋戦争が勃発
する。上海租界においては，開戦の日に日
本軍が進駐し，租界を統治下に置いた。 
日本軍の上海統治機構は，総領事館・興
亜院華中連絡部・陸軍司令部・海軍司令部・
特務機構の５つの系統からなっていた。そ
のなかで，治安をうけもったのは憲兵総隊
であった。日本は厳しい強権政治を実施し，
あらゆる抵抗の芽を徹底的に弾圧し，多く
の人々を抗日抵抗の容疑で逮捕した１）。 
そうしたなかで，日本軍の上海憲兵隊は，
思想統制の一貫として，上海租界内にある
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印刷所や書店にある抗日図書を接収する。 
また，列強の中国進出の拠点であった上
海租界には，英米の企業・工場等が多数存
在していた。日本軍は，英米に属する企業・
工場等を敵産として接収し，会社所蔵の図
書雑誌のみならず書類や帳簿までも接収し
ている。 
本研究に関わる先行研究は，皆無に等し
く，ゆえに太平洋戦争下の上海租界におけ
る日本軍接収図書の実態は，これまでほと
んど不明であった２）。 
本稿は，印刷所や書店に対する抗日図書
接収と，英米の企業・工場等の敵産に対す
る図書，文書の接収の違いに留意しながら，
太平洋戦争下の上海租界における日本軍接
収図書の史実を明らかにするものである。 
なお，史料の引用にあたっては，旧漢字
は新漢字に直した。 
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１．印刷局・書店にある抗日図書の接収 
 
 日本軍進駐前の上海租界には，戦火を避
けて多くの中国民衆が避難していた。日中
全面戦争による上海戦終了後，租界は，日
本軍によって包囲されて，孤島と呼ばれる
ようになり，面積も半分以下になっていた。
日本軍は，孤島となった上海租界に対して，
あらゆる方面から圧力を強めている。例え
ば，1939（昭和 14）年９月以降には，日
本憲兵が常時租界に駐留するようになった
3）。 
しかし，上海租界は依然として日本軍の
直接支配下になかったので，抗日運動を展
開する余地があった。租界当局は，中立を
維持する観点から，抗日運動を制限したも
のの，出版物の場合だと外国人経営の新聞
は統制を受けなかった。そのため，中国人
ジャーナリストは，英米人を名義上の発行
人とする新聞を発行して，日本との対決姿
勢を示した。また「復社」なる組織が生ま
れ，エドガー・スノーやレーニン，毛沢東
の著書を秘密裏に翻訳出版した 4）。このよ
うに上海租界は，抗日運動のひとつの拠点
となっていたのである。 
 抗日運動の拠点となっていた上海租界に
対して，日本軍は，太平洋戦争開戦後直ち
に進駐し，12 月 26 日には，「租界に残存
する敵性機関に対し，最後の一撃を加ふべ
く」数班に分れた日本憲兵隊が印刷所，書
店を接収する。接収された主な書店は，商
務印書館及び倉庫，開明書店及び倉庫，世
界書店，生活書店，良友書店，兄弟図書公
司，光明書店，大東書局及び印刷所，中等
書局及び印刷所等であった。その情景は，
「有名な書店街たる四馬路に軒を並べてゐ
た書店は全部押へられ，その接収した本は
実に数百万巻に達した」5）と報じられた。 
当時，上海租界内に移転していた国立暨
南大学の鄭振鐸（文学部長兼図書館長：当
時）は，日本軍が，一軒ごとに捜索して，
一，二冊の本や新聞をもっていたために，
つかまったという噂を聞くと，３日間かけ
て自身の蔵書を暖炉で焼いた。やがて，あ
らゆる抗日的な書籍・雑誌・新聞などは，
自分で焼きすてるか届け出ること，違反す
るものは厳重に処罰するという知らせが来
た。同時に各書店や図書館では，抗日書籍・
新聞の捜索がはじまり，家々から車いっぱ
いに積み込まれて運び去られた。そして，
あちこちでは難を逃れようと，見境なしに
本を火に投げ入れたという6）。 
上海租界における抗日図書の接収状況
は，「対上海租界施策概要送付ノ件」（『陸支
密大日記』）7）によれば，開戦の翌月（１月）
には，「抗日図書ノ処理ニ付キテハ大半ニ已
接収シアル」状態であった。そして接収し
た図書の処置に関しては，「今後ハ憲兵隊ニ
於テ一括処分スル様決定」。またそれに伴い，
「敵性書局，印刷所ノ整理」の要領も定め
られた。軍の方針としては，「自発的ニ有害
図書ヲ軍ニ提出セシメ営業ヲ再開セシム」
ことであった。ここで注目すべきは，「押収
図書ハ用紙ニ再製ス」と定められたことで
ある。 
 
閉鎖書局印刷工場再開実施要領 
  一，方針 
   軍ニ於テ閉鎖書局及印刷工場ニ対シ
現在実施シアル措置ハ一応之ヲ停止
シ経営者側ヲシテ内部ヲ整理セシム
ルト共ニ自発的ニ有害図書ヲ軍ニ提
出セシメ営業ヲ再開セシム有害図書
ノ整理ニ関シテハ中支製紙協会ヲ協
力セシム 
 
  二，実施要領 
１ 従来軍報道部ノ実施シアル措置
ハ一切之ヲ停止シ成ルヘク速ヤ
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カニ業務関係者ヲ現地ヨリ引上
ケシム 
２ 爾今有害図書ニ対スル処置ハ憲兵
隊ニ於テ実施シ関係機関ハ必要ニ
応シ援助ス 
３ 軍ニ於テ図書調査班ヲ編制シ（関
係方面ヲ網羅ス編制担任ハ興亜院
トス）当分ノ間有害図書ノ調査及
其他必要ト認ムル業務ニ従事セシ
ム有害図書ニ対スル措置ニ関シテ
ハ憲兵隊長ノ区処ヲ受ケシム 
４ 閉鎖シアル書局及印刷工場ノ各責
任者ヲ海軍租界部隊本部ニ出頭セ
シメ憲兵ニヨリ別紙要旨ノ申渡ヲ
ナスト共ニ陸海軍警備隊ニ於テ警
備上必要ナル事項ヲ指示ス此際軍
報道部ハ立会スルモノトス 
５ 押収図書ハ用紙（漂白材料ヲ要セ
サル色付用紙細部ニ関シテハ興亜
院ニテ処置ノコト）ニ再製ス之カ
為中支製紙協会ヲシテハ所要ノ監
視処置ヲ講スルモノトス 
６ 再会後ト雖モ在？ﾏﾏ）図書ニ対シテ
厳重ナル検査ヲ続行シ有害図書ノ
絶滅ヲ期ス 
 
申渡事項 
一，各書局印刷工場ニ現存スル抗日他
治安ニ害アル図書及紙型ハ爾今責
任者ニ於テ厳重検査ノ上日本軍ニ
提出スヘシ 
二，日本軍ニ提出スヘキ図書ハ類毎ニ
若干部数（明示ス）ヲ又紙型ハ全
部日本憲兵ニ提出シ其他ハ憲兵ノ
指示ニ従ヒ搬出スヘシ之カ為何月
何日迄ニ搬出ノ準備ヲナシ置クヘ
シ 
三，各書局及印刷工場ハ何月何日再開
シ得ル如ク直チニ内部ノ整理ニ着 
手スヘシ 
四，軍ニ於テ領置中ノ鍵ハ本日午後
一時租界部隊本部ニ於テ各店責
任者ニ交付ス 
五，将来出版スヘキ図書ハ事前ニ工
部局ノ検閲許可ヲ受クルモノト
ス 
六，有害図書及紙型ヲ隠匿シ或ハ故
意ニ之ヲ販売シ或ハ無断搬出シ
或ハ秘密ニ出版翻刻シタル場合
ハ直接行為者ハ無論其他ノ管理
責任者ヲ厳罰ニ処ス 
七，図書検査ニ赴キタル憲兵及軍図
書調査班員ニハ充分便宜ヲ供与
スヘシ 
八，憲兵及図書調査班員ノ行動ニシ
テ疑ハシキ場合ハ身分證明書ノ
提示ヲ求ムルト共ニ不審ノ点ハ
憲兵隊本部特高内勤ニ通報スヘ
シ 
九，上海市書業同業公会ヲ興亜院
（？）ﾏﾏ）ノ指示ニ従ヒ改編スヘ
シ 
一〇，再開後ノ印刷工場ノ運営ニ関
シテハ別ニ指示ス 
一一，其他必要事項 
 
「実施要領」にある，「押収図書ハ用紙
ニ再製ス」という行為は，形を変えた焚書
というべきものである。そして，その焚書
は，憲兵によって実施された。 
上海憲兵隊に所属していたある将校の
証言によれば，上海憲兵隊は，太平洋戦争
勃発の直後，租界内の抗日図書・文書を検
査・押収する目的で，学校や書店から本を
収集した。抗日図書の検査・没収は，東亜
同文書院大学の学生の援助によってなされ，
抗日図書でない本は，原則として持ち主に
戻された。しかしながら，完全なる検査の
困難さゆえ，未返却の本がかなりの数あっ
た。書店から集められた抗日図書でない本
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の大部分が返却された一方，学校の図書は，
未返却のものがあった。そして，全ての抗
日図書は，収集したものの検査できなかっ
た本と共に，当時の紙不足を補うために製
紙工場において再製されたという8）。 
しかし，全ての接収図書が処理されたの
ではない。当時の文部省職員の記録による
と，1944（昭和 19）年７月 10～11 日，「大
東亜省寄贈資料（主として敵性教科書）を
京都帝大，広島文理大へ回送（梱包二十四
個）」9）している。 
そのうち，京大附属図書館に寄贈された
のは，上海憲兵隊が接収した「抗日教科書
及教育関係図書」総冊数 1,701 冊である。
寄贈は，大東亜省より文部省を通じて，
1944（昭和 19）年７月 15 日に行われてい
る。これらの図書は，戦後になって連合国
軍最高司令官総司令部（GHQ/SCAP）の指
令（1950 年７月 24 日付）により，中華民
国政府へ返還のために，東京用賀町略奪財
産倉庫へ移送されている10）。 
なお，広島文理大に寄贈された分は，原
子爆弾によって焼失した可能性が高い11)。 
 
２．企業・工場等の敵産の接収と華中興亜
資料調査所の成立 
 
日本軍進駐後の上海租界では，英米に属
する企業・工場等の敵産の接収が行われた。
日本軍は租界進駐後，競馬場内に敵産処理
委員会を設置し，敵産建物の接収管理を始
めた。 
日本軍当局は，1942（昭和 17）年１月
７日の布告により，英国系６銀行，米国系
６銀行，オランダ系２銀行，ベルギー系１
銀行を清算し，管理事務を日本側銀行に委
託した。さらに日本軍当局は，同年３月 23
日に敵産処理の要綱を発し，敵産企業・工
場を４月１日から国策会社及び日系商社に
移管経営させることになった12）。 
こうした敵産の接収に伴い，日本側では，
接収した企業・工場等が所蔵していた図書
雑誌，文書の処置が問題になった13）。 
敵産の図書雑誌，文書の処置に関して，
1942 年（昭和 17）年６月以降，興亜院，
陸海軍現地当局，新敵産管理委員会等で協
議した結果，早急に収集して利用の対策を
講ずるという決定がなされた。 
敵産の図書雑誌，文書の蒐集利用のため
に，７月には，中支那振興株式会社，満鉄
上海事務所，東亜同文書院，日本近代科学
図書館等の各員による実地調査が行われた。
10 月には，前記機関の各員ならびに，南京
文物保管委員会派遣員の協力のもと，上海
租界の英米に属する企業や工場の保有する
約 15 万冊の図書雑誌と無数の文書を，王
立アジア協会上海支部（中国名：亜洲文会，
The North China Branch, Royal Asiatic 
Society）14）の建物（上海租界博物院路 20
号）に集積した。 
このような経緯をもって，1942（昭和
17）年 11 月１日には，王立アジア協会上
海支部の建物を使用して，「敵性諸団体に所
蔵せられる図書，雑誌，文書其の他の文化
資料を蒐集整理すると共に，支那の研究調
査を行ひ，特に近代支那社会経済等の実態
を究明し，大東亜建設に積極的に貢献する
の目的」とする，華中興亜資料調査所が成
立する。 
 
３．接収資料の整理と活用 
 
 華中興亜資料調査所では，接収した図書
雑誌，文書を整理して活用している。その
なかで，図書の整理は特に問題がなかった
ものの，帳簿などの文書類に関しては，調
査所内に整理経験者がおらず，量も莫大で
あり，不清潔な薄暗い倉庫内での整理作業
は，日数を要したという。1943（昭和 18）
年５月には，杉村広蔵（元東京商科大学助
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教授）15）と坂西志保（元米国議会図書館日
本課長）16）を招聘して，調査所の運営や調
査の方針などについて意見を求めている。 
やがて，華中興亜資料調査所では，時局
に貢献する文書を早急に調査して，これを
関係機関に提供することを最優先する方針
が確立する。そのために，1943（昭和 18）
年７月と８月には，在上海調査関係者 31
名によって特別調査を行っている。 
特別調査は，調査所倉庫にある文書以外
に，未接収で外部に残存するものまでも対
象に網羅的に実施した。こうして，接収し
た文書資料は，「門外不出の赤裸々な資料で
あり，従来の支那研究に一新紀元を劃する
に足る無類のもの」17）と評価された。 
一連の接収資料の整理によって，以下の
書誌が刊行されている18）。 
  
①『匯豊銀行内カツセルス文書』（興亜資
料目録第 1 輯）華中興亜資料調査所,  
1943. 
②『米英商社所蔵文書の特別調査』（興
亜資料目録第 2 輯）華中興亜資料調査
所, 1943. 
③『英商卜内門洋碱有限公司所藏文書目
録』（興亜資料目録第 3 輯）華中興亜
資料調査所, 1943. 
④『欧文西蔵文献目録』（興亜資料目録
第 4 輯）華中興亜資料調査所, 1944. 
⑤『特殊図書目録  亜洲文会内単行書
より』〔華中興亜資料調査所〕,1944. 
⑥『続特殊図書目録 其の一 亜洲文会
以外の単行書より』〔華中興亜資料調査
所〕,1944. 
⑦『続特殊図書目録 其の二 遠東時報
より』〔華中興亜資料調査所〕, 1944. 
⑧『続特殊図書目録 其の三 中国雑誌
より』〔華中興亜資料調査所〕, 1943. 
   
また，華中興亜資料調査所では，重要な
資料を『興亜資料通報』として刊行（一部
を除き謄写印刷）している。『興亜資料通報』
は，1943（昭和 18）年 10 月刊行の第 1 号
『滇緬公路旅行記』から始まり，1944（昭
和 19）年９月の時点で，第 119 号「印度支
那航業公司の営業成績」までの刊行を確認
できる19）。刊行頻度は，平均して大体一ヶ
月に10冊というたいへん早い頻度である。 
  
４．華中興亜資料調査所の組織と接収資料 
 
 華中興亜資料調査所おいては，1944（昭
和 19）年８月末時点の業務沿革がまとめら
れている20）。これによると，同調査所の職
員数は，以下のとおりであった。 
 
  所長   １ 
  主事   １ 
  調査員  ４ 
  主事補  １ 
  副調査員 ２ 
  整理員  ２ 
  書記   １ 
  嘱託   １ 
  雇員   ２ 
  華人   ６ 
 
 華中興亜資料調査の職員のうち，所長は
大使館公使が就任していたので，事実上の
トップは，主事だったと見られる。事実，
華中興亜資料調査所の発行した書誌の「編
輯兼発行人」は，主事の福崎峰太郎になっ
ている。 
ちなみに，福崎峰太郎は，1938 年６月
～８月に占領地区図書文件接収委員会に参
加し，日本軍が南京占領によって接収した
図書約 80 万冊の整理に従事した人物であ
る。その後，接収図書が南京国民政府（汪
兆銘政権）に引き渡されると，彼は，同政
府の行政院文物保管委員会・図書専門委員
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会事業科の科長を務めていた21）。 
当時，福崎は，行政院文物保管委員会の
南京図書館と華中興亜資料調査所を兼務し
ていた。華中興亜資料調査所にはまた，占
領地区図書文件接収委員会が接収した図書
の一部も調査資料として保有していた22）。 
このように，太平洋戦争下・上海租界で
なされた日本軍接収図書の整理は，人的な
面にしても物理的な面にしても，日中戦争
から継続していた部分もあった。 
結局，1944（昭和 19）年８月末の時点
で，華中興亜資料調査所に集積された図書
雑誌の合計は，144,345 冊（図書 87,426
冊，雑誌 56,919 冊）であった 23）。それに
加えて，地図や新聞，写真，文書類を多数
（合計は算出できず）保有していた（表１
参照）。 
 華中興亜資料調査所に集積された図書，
文書のなかで，特に重要なのは以下に属す
る機関の資料であった24）。 
 
①王立アジア協会上海支部／亜洲文会
（The N.C.B of the R.A.S） 
王立アジア協会上海支部（中国名は，亜
洲文会）は，1857（安政４）年創立。図書
館と博物館を経営し，もって中国研究を行
い，機関誌等を発行していた。そして，同
協会の図書館が欧文中国関係文献を有する
図書館として中国では最古のものであった。
上海租界で接収した図書雑誌のうち，王立
アジア協会上海支部図書館の蔵書が，量的
にも質的にも最優位の評価であった。 
 
②尚賢堂（International Institute of 
China Inc.） 
 尚賢堂は，1903（明治 36）年にギルバ
ート・レイドが，中国人と外国人，キリス
ト教徒と非キリスト教徒との親善，中国の
一般文化の進歩を図ることを目的に設立し
た図書館である。1940（昭和 15）年に王
立アジア協会上海支部と協定を結び，尚賢
堂の図書を王立アジア協会上海支部に置い
て共同研究を行っていた。 
 
③卜内門洋碱有限公司（ Imperial 
Chemical Industries） 
 同社は，1920（大正９）年に Brunner 
Mond & Co.として設立。アルカリ，染料，
肥料，化学用品，金属等を輸入していた。
厦門，重慶，香港，福州，汕頭，天津，青
州，済南等に支店を有していて，この方面
における対中国活動には目覚ましいものが
あった。同社の所蔵する図書雑誌には見る
べきものはなかったが，文書１箱（38 冊の
ファイル）が重要視された。この文書には，
農業・肥料関係であり，時局柄最も必要と
せられるものだった。 
 華中興亜調査資料室は，1943（昭和 18）
年６月に，『英商卜内門洋碱有限公司所藏文
書目録』（興亜資料目録第 3 輯）として，
同文書の目録を発行している。 
 
④上海総会（Shanghai Club） 
 米国居留民のクラブ内にあった蔵書とい
う性質上，中国関係資料として価値のある
ものはなかった。ただし，設立が古く，各
方面にわたっていたので，何らかの参考に
なると考えられた。 
 
⑤穂士古火油公司（Texas Co.） 
 同社の資料は図書より，スチールケース
55 個分の文書が重要と考えられた。1944
（昭和 19）年９月の段階では調査途中であ
ったが，その内容の一部は，1943（昭和
18）年 12 月刊行の『米英商社所藏文書の
特別調査』に収録した。 
 
⑥亜細亜火油公司（Asiatic Petroleum 
Co.,Ld） 
同公司の分も文書の方が重要であった。
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ただし，年次の新しい分は収集できなかっ
た。 
 
⑦中央銀行経済研究處  
ほとんど図書雑誌のみで経済関係のも
のが大部分であった。日本書籍も相当に多
かった。 
 
⑧匯豐銀行（ H. and G. Banking 
Corporation） 
収集したのは，銀行自体のものではなく
借款関係を担当していたカツセルス（匯豐
銀行特別代表者）の部屋にあったものであ
った。図書雑誌では，匯豐銀行史を語るも
の以外には見るべきものはなかった。文書
の方は，英国の対中国投資，特に鉄道投資
及びそれに附随する政治経済関係のものが
非常に多く，得がたい貴重な資料であった。
この文書は，ファイル名を統一するなど改
めて分類を行った結果，ファイル685冊（ほ
かに雑文書若干）になった。華中興亜資料
調査所は，1943（昭和 18）年 10 月に『匯
豐銀行内カツセルス文書』（興亜資料目録 
第 1 輯）を刊行している。 
 
⑨怡和洋行（Jardine Matheson & Co.） 
怡和洋行は，1832（天保３）年広東に設
立され，1841（天保 12）年には香港に移
った。1843 年に香港が開港されると同時に
支店を開設している。在中国の外国企業の
なかでは最も古く，最も大きいのが同洋行
であった。 
同洋行に所蔵する中国書は，見るべきも
のはなく，重視すべきは倉庫の３分の１を
占める莫大な量にのぼる文書類と見られた。
華中興亜資料調査所が接収したのは，今世
紀になっての分であった。ただ，一部重要
なものは太平洋戦争勃発前にカルカッタに
移された形跡があった。 
 
⑩花旗銀行（National City Bank of New 
York） 
花旗銀行の分も文書が重視され，分量と
してはスチィールケース１個分あった。内
容は銀行そのものではなく，大体 1917（大
正６）から 1934（昭和 9）年間の米国側の
対中国鉄道借款関係往復文書で，奥漢鉄道
関係が大部分であった。匯豐銀行カツセル
ス文書と共に中国鉄道史資料として重要と
認められた。 
 
⑪美孚火油公司（Former Standard- 
Vacuum Oil Co.） 
同社の場合も文書のみ価値があった。穂
士古火油公司と同分量（スチールケース 55
個分）あった。 
 
⑫杭州之江文理学院（ Hangchow 
Christian College） 
学生の参考書の類は接収せず，資料的価
値のあるものだけを接収した。 
 
 上記の機関の図書のうち，王立アジア協
会上海支部の蔵書の一部が，東京の民族研
究所に運ばれている。これは，彦根への疎
開を経て，敗戦後の 1945（昭和 20）年 10
月に民族研究所が官制廃止になると，京都
帝国大学附属図書館に保管転換される。京
大は，王立アジア協会の蔵書を「上海本」
と称して，GHQ/SCAP に「略奪図書」と
して届け出ている。「上海本」の総数は，
12,271 冊であった。 
結局，京大図書館に搬入されていた王立
アジア協会上海支部の蔵書は，1947（昭和
22）年４月 23 日付の GHQ/SCAP の指令
（SCAPIN3665-A）により，中華民国政府
への返還を命じられる。返還完了日は，同
年同月 30 日付であった25）。 
その他にも，日本国内に運ばれた図書が
あった。米国のアルマン・デゥイス・アン
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ド・コップス法律事務所（上海江西路 170
号）が所有する法律書は，太平洋戦争開戦
後に，日本軍憲兵隊か他の部隊によって接
収されている。同法律事務所の蔵書は，敗
戦後に東京のコクブビルディングで発見さ
れ，1948（昭和 23）年７月 29 日付の
GHQ/SCAP の指令（SCAPIN6013-A）に
より，計 944 冊が中華民国政府に返還され
ている26）。 
また，上海東方匯理銀行書 90 冊も国内
に搬入されていた。これは，敗戦後の 1949
（昭和 24）年２月 23 日に中華民国への帰
還物資として船に積まれ，神戸港を出帆し
ている27）。 
 
おわりに 
 
 太平洋戦争下の上海租界においては，日
本軍はふたつの異なる図書接収活動が行わ
れた。 
ひとつは，商務印書館といった印刷所，
書店に対する抗日図書の接収である。これ
は，抗日図書を一掃するという思想統制を
目的にしていた。接収された抗日図書は，
製紙処理された。 
 ふたつ目は，英米の企業・工場等の敵産
を対象とする接収である。こちらは，中国
調査の目的をもって行われた。接収資料の
整理・活用するために，華中興亜資料調査
所が設置され，各種の目録や，接収図書の
翻訳本が刊行されている。 
 このように，上海租界ではふたつの異な
る目的により図書接収が行われた。これは，
同地が反日活動の拠点であり，また列強の
中国進出のための経済の中心地だったとい
う上海租界の特殊性に起因していたと言え
る。 
 上海租界接収図書の多くは，現地で処理
されたり，整理活用されたりしているが，
一部は，日本国内に搬入されている。搬入
されたのは，大東亜省から文部省を経て，
京大図書館に寄贈された「抗日教科書及教
育関係図書」（1,701 冊）と，文部省民族研
究所に運ばれた「上海本」（王立アジア協会
上海支部の蔵書 12,271 冊）などである。 
ただし，国内に持ち込まれた冊数を勘案
すると，上海における日本軍接収図書は，
現地での処理や整理活用が基本であったと
言える。 
 
注 
１）石島紀之「抗戦と内戦の上海」高橋孝助・古
厩忠夫編『上海史 巨大都市の形成と人々の営
み』東方書店,1995,p.201-233. 
２）本研究に関わる内容は，金丸裕一「中支建設
資料整備委員会とその周辺 『支那事変』期日
本の対中国調査活動をめぐる習作」『立命館経済
学』49(5),2000.12,p.641-675.に若干の言及箇所
がある。ただし，接収図書の数量という基本的
な事柄にしても，「詳細な検討は，ひとまず割愛
したい」（p.667-668）と今後の課題を述べる段
階にとどまっている。 
３）前掲１）, 石島「抗戦と内戦の上海」p.209-210. 
４）前掲１）, 石島「抗戦と内戦の上海」p.215-218. 
５）「敵性書籍を押収 上海租界最後の粛清」『外
交時報』101(2),1942.1,p.158. 
６）鄭振鐸著・安藤彦太郎・斎藤秋男訳『書物を
燒くの記 日本占領下の上海知識人』岩波書店, 
1954,p.44-54. 
７ ） JACAR( ア ジ ア 歴 史 資 料 セ ン タ
)ー:C04123735700「対上海租界施策概要送付の
件」（１）「昭和17 年『陸支密大日記』第 12 号」
（防衛省防衛研究所）. 
８）Records of General Headquarters Supreme 
Commander for the Allied Powers, 
GHQ/SCAP（以下，GHQ/SCAP 文書と注
記）,Box No.4219/12, Folder title: Books from 
Great China University, “C.P.B.No.601 Books 
Removed from the Great China 
University ,Shanghai ” ,19 May 1948. 
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GHQ/SCAP 文書の原本は，アメリカ国立公文書
館新館（NARA2）に保管されているが，本稿で
は国立国会図書館憲政資料室のマイクロ資料を
参照した。（国会請求番号CPC18167） 
９）飯田英二「一館員の歩いた道」『支部図書館外
史』支部図書館館友会,1970,p.115. 
10）「連合国軍司令部関係書類」京都大学大学文書
館所蔵（請求番号MP00094-MP00103）。 
GHQ/SCAP 文書，Box No.4219/6, Folder title: 
Chinese Books at Kyoto University.（国会請求
番号CPC16164） 
11）広島文理科大学は，1945（昭和20）年８月の
原子爆弾によって甚大な被害を被った。図書館
は，３階建の書庫全体が一挙に廃墟に変わり果
てる程だった。附属図書館は一部の典籍以外は
疎開しなかったという。戦災前の蔵書29 万冊の
うち，疎開していた約９万冊が消失を免れてい
るが，ほとんどは研究室の蔵書であった。広島
大学原爆死歿者慰霊行事委員会編『生死の火 
広島大学原爆被災誌』広島大学原爆死歿者慰霊
行事委員会,1975,396p.広島大学二十五年史編集
委員会編『広島大学二十五年史』部局史:広島大
学,1977,p.1036. 
このことを鑑みて，搬入された接収図書は，原
爆により消滅した可能性が高いと判断した。 
12）高綱博文「日本占領下における『国際都市』
上海 日本の上海外国人政策と外国人居留状
況」高綱博文編『戦時上海 1937-45 年』研文
出版, 2005,p.29-65. 
13）『華中興亜資料調査所 其の沿革と業務』華中
興亞資料調査所,1944,26p.以下，特記のない限り
同書による。 
14）王立アジア協会上海支部（The North China 
Branch, Royal Asiatic Society）は，1857 年に
ブリツヂマン博士の提唱で，上海文理学会の名
のもとに，上海において，中国に関する学術的
な関心をいだく学会として設立された。中国に
おける王立アジア協会の支部には，香港を中心
とする学会（ただし設立後間もなく解散）と，
上海を中心とする学会があった。学会名の
North China は，通常考えられる地方を指すの
ではなく，香港を中心とした華南に対して，当
時の上海に対してこの名称を付したものであっ
た。そのため，本稿では North China Branch
を上海支部と訳した。 
  なお，王立アジア協会上海支部の建物は，上
海共同租界博物院路20号亜洲文会ビルにあった。
１階は講堂，２階が図書館，３・４階が博物館
となっていた。図書館の蔵書は，約 10 万冊で東
洋学関係のものを中心に，生物・地質・考古・
美術・考古学といった各分野にわたっていた。
橳島善次郎「上海タヨリ 戦後ノ上海図書館概
況」『図書館研究』13（1）,1940.1,p.74.西村捨
也「上海ニ於ケル図書館ノ現況」『図書館研究』
13(4),1940.5,p.433.西川正光「英国王立亜細亜学
会北支支部とその雑誌に就いて」『満鉄資料彙
報』5(11),1940.11･12,p.77-90.  
15）杉村広蔵（1895-1948）は，経済哲学者。東
京高等商業学校専攻部卒業。1921（大正10）年
東京商科大学助手，1925（大正 14）年助教授。
以来同大学で哲学，社会学，経済哲学，経済学
史などの講義を担当したが，1935（昭和10）年
９月学位請求論文「経済社会の価値論的研究」
をめぐって起った「白票事件」を契機として1936
（昭和 11）年大学を去った。その後実業界に転
じ，1938（昭和13）年上海商工会議所理事，1947
（昭和 22）年三菱商事監査役などを歴任した。
主著として『経済哲学の基本問題』（1935），『経
済倫理の構造』（1938）など。『世界大百科事典』
12,平凡社,1966,p.446. 
16）坂西志保（1896-1976）は，1918（大正 7）
年横浜市捜真女学校英文科（専科）卒業，東京
女子大学中退。1922（大正 11）年渡米，1925
（大正 14）年ホイートン大学卒業後，ミシガン
大学大学院修了，哲学博士。ホリンズ大学哲学
科助教授を経て，1930（昭和５）年米国議会図
書館に就職。1938（昭和13）年，米国議会図書
館日本課長。1941（昭和16）年太平洋戦争勃発
と同時に抑留，日米交換船で帰国。1942（昭和
17）年外務省嘱託。1943（昭和18）年国際文化
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振興会の一室に机をかまえ翻訳に従事，同時に
同会図書室の資料整理に協力。同年太平洋協会
米国研究室主幹となり，日本放送協会解説委員
等も兼任。戦後は，衆議院外務専門委員や国家
公安委員会委員などを歴任した。坂西志保さん
編集世話人会編『坂西志保さん』国際文化会館, 
1977,330p.鶴見俊輔・加藤典洋・黒川創『日米
交換船』新潮社,2006,483p. 
なお，坂西志保は，米国議会図書館時代に，
日本外務省への情報提供者でもあり，米国情報
当局によってマークされていた。また日米の二
重スパイだったとも言われている。春名幹夫『秘
密のファイル CIA の対日工作』上巻:共同通信
社,2000,p.58-60. 
17）『米英商社所蔵文書の特別調査』（興亜資料目
録第2 輯）華中興亜資料調査所, 1943,凡例頁. 
18）興亜資料目録（第 1 輯～第３輯）は，国内の
所蔵が確認できるが（大阪市立大学等），それ以
外は，前掲13), 『華中興亜資料調査所 其の沿
革と業務』p.18.に拠り，現物未確認である。 
19）前掲13), 『華中興亜資料調査所 其の沿革と
業務』p.16-26. 『興亜資料通報』は，国内での
所蔵をまったく確認できない。ただし，中国国
家図書館には，シリーズのうち５冊を所蔵して
いる。[http://www.nlc.gov.cn/]（確認:2010 年８
月８日） 
20）前掲13), 『華中興亞資料調査所 其の沿革と
業務』p.26. 
21）福崎峰太郎（1898-？）は，1917（大正６）
年３月山口県鴻城中学校卒業。1919（大正８）
年８月福岡県県費派遣生として上海同文書院に
入学。1922（大正11）年６月同校卒業，同年８
月青島桊利商会に就職。1924（大正 13）年 10
月同商会閉店と同時に辞職，同年12 月福岡歩兵
第34 連隊に一年志願兵として入隊。1926（大正
15 年）４月退営，東亜同文書院維持会に奉職。
1928（昭和３）年３月陸軍歩兵少尉に被任。1933
（昭和８）年４月東亜同文書院維持会辞職，東
亜同文書院支那研究部事務員に委嘱。1938（昭
和 13）年６月～８月，占領地区図書文件接収委
員会図書部主任。1938（昭和 13）年８月 31 日
中支文化関係処理委員会へ転任ため解職。その
後，南京国民政府の行政院文物保管委員会の図
書専門委員会事業科長を務める。 
JACAR:B05015355500「34．戸田義郎，福田
省三，福崎峰太郎（事務員） 昭和八年六月」『東
亜同文書院関係雑件/人事関係 第一巻』（外務省
外交史料館）.JACAR:B05015345600「９．事
務員福崎峰太郎解職 昭和十三年十月」『東亜同
文書院関係雑件/人事関係 第二巻』（外務省外交
史料館）. JACAR:C04120613400「中支占領地
域に於ける図書標本類接収整理に関する件」「昭
和13 年『陸支密大日記』第61 号」（防衛省防衛
研究所）.「戦火から文化財救済：図書，標本を
整理：我現地委員の辛苦結実：支那文化へ愛護
の手：拠点・中支建設資料整備委員会」『大阪毎
日新聞』1939.11.9,神戸大学附属図書館デジタル
アーカイブ新聞記事文庫, 文化-4-076. 
[http://www.lib.kobe-u.ac.jp/sinbun/index. 
html]（確認:2010 年８月８日） 
『行政院文物保管委員会年刊』行政院文物保
管委員会:民国31 年版,1942,p.33-35. 
22）増田廉吉「中支那の散見」『図書館雑誌』37
（6）,1943.6,p.372-379. 
23）前掲13), 『華中興亜資料調査所 其の沿革と
業務』p.3-5.なお，同書の各項目を合計すると，
図書の合計は「87,426 冊」ではなく「87,226 冊」
になる（総合計は，「144,345 冊」ではなく
「144,145 冊」になる）が，記載のとおりの数値
を採用した。 
また，これ以外にも，福田市平（上海タイム
ス社長）より寄贈された『遠東時報』（Far Easton 
Review）の製本雑誌192 冊と未製本雑誌 4,733
冊，欧文単行書2,724 冊(その他よりも若干の寄
贈あり)もあったが，数には含まれていない。 
  なお，前掲 22),増田「中支那の散見」p.373.
によれば，華中興亜資料調査所には，接収した
図書1,587,428 冊，雑誌56,919 冊（もと英国に
属する図書 67,890 冊，雑誌 34,666 冊，地図新
聞写真855，文書類1,207 束（または箱），米国
11 
 
に属するもの図書10,315 冊，雑誌1,358 冊，地
図新聞写真 33，文書類 346 束），合計図書 158
万 7,428 冊，雑誌 5 万 6,919 冊が集積されたと
記されている。 
しかし，増田の挙げる合計図書 158 万 7,428
冊，雑誌5万6,919 冊という数値は，前掲11）,
『華中興亜資料調査所 其の沿革と業務』に記
されている合計図書 8 万 7,426 冊，雑誌 5 万
6,919 冊と比較して，図書の数が余りにも過大で
ある。（雑誌の数は一致している）増田が挙げた
数値は，誤記か，書店や印刷局から接収した抗
日図書を含んでいることが考えられよう。 
なお，前掲２),金丸「中支建設資料整備委員会
とその周辺」で「詳細な検討は，ひとまず割愛
したい」と述べる接収冊数の問題は，増田が挙
げる過大な数値に関してのことである。 
24）前掲13), 『華中興亜資料調査所 其の沿革と
業務』p.6-11. 
25）前掲10）.及び，幼方直吉「上海文化の遺産 主
として外国系の図書館について」『書香』
15(4),1943.4,p.34-38.中生勝美「民族研究所の組
織と活動 戦争中の日本民族学」『民族学研究』
62(1),1997.8,p.47-65. 
  なお，京都帝国大学に集積された日本軍接収
図書については，2010 年日本図書館情報学会春
季研究集会（5月29日於同志社大学今出川校地）
にて口頭発表した。拙稿「京都帝国大学の略奪
図書」『2010 年日本図書館情報学会春季研究集
会発表要綱』2010,p.99-102. 
26）GHQ/SCAP文書, Box No.4220/8, Folder title: 
Law Books of Allman, Davies and Kops , 
Shanghai .（国会請求番号CPC18715-18176） 
中央研究院近代史研究所档案館所蔵日賠会档
案（以下，日賠会档案）32-00,158「〔駐日代表団
日本賠償及帰還物資接収委員会〕工作報告（三十
七年）」.なお，日賠会档案については，金丸裕一
氏（立命館大学経済学部）から提供を受けた。 
27）日賠会档案 32-00,159「〔駐日代表団日本賠償
及帰還物資接収委員会〕工作報告（三十八年）」. 
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